
　ここ数年、カナダのユーコン準州を訪れ
広大な風景や野生動物、オーロラなどの撮
影を楽しんでいる。帰国後、膨大な量の写
真を整理するのだが、日付毎にフォルダで
管理するのは皆さんと同じ。お薦めしたい
のは、写真をグーグルアース上で共有する
という楽しみ方だ。
　グーグルのサービス「パノラミオ」に写真
を投稿、審査をパスするとグーグルアース
上の撮影ポイントに自分の写真が表示され
る。世界中の誰かが写真を見るとカウント
が上がり、気の利いたコメントが届けられ
る。自宅にいながらにして、同じ感性を持っ
た仲間とコミュニケーションが取れる。時
には誰かが撮影した写真を一枚一枚鑑賞し
ながら、遠くの撮影地に思いを馳せる。こ
れが僕のグーグルアースの楽しみ方だ。
　審査をパスする上で重要なポイントは、
大雑把で良いのだが撮影場所を特定でき

ることだ。投稿する時に地図を見ながらマ
ニュアルで撮影場所を特定することもでき
るが、便利なのがジオタグだ。ジオタグは、
デジタル画像データにある Exif ファイルに
位置座標を書き込む技術だが、今まではハ
ンディＧＰＳのログデータをソフトを使って
マッチングさせていた。必要な条件は、カ
メラの時間とＧＰＳの時間が同期されてい
ること。ソフトでマッチングさせることも可
能だが、海外の場合は時差もあり結構面倒
なのだ。
　2010 年の春、コンパクトデジタルカメ
ラにＧＰＳを搭載してジオタグがリアルタイ
ムで付けられる製品が何点か登場している。
デジタル一眼レフカメラで搭載している製
品はないが、唯一ニコンがオプションでＧ
ＰＳユニットを用意している。煩わしい作
業から解放されて、撮影時にカメラ内で簡
単にジオタグを付けられる。
　ところが良いことばかりではない。ＧＰ
Ｓの捕捉時間がかかることと、ＧＰＳの電
源をカメラのバッテリーから得ているので
スタミナの点で問題がある。また一眼レフ
の場合は、後付けの配線が邪魔になってし
まう。
　さらに撮影時にデジタルカメラ自体が出

す微弱電波が、衛星からの電波受信を妨害
してしまう。逆に撮影データにもノイズが
出てしまうということもあるようだ。
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ジオタグの楽しみ方

真っ暗闇のオーロラ撮影でも、後から撮影場所を特定することができる。

『ジオタグは後で付ける』
発想の転換が可能にした究極のシステムは
瞬時に衛星データを取得し
抜群のバッテリーライフをもたらした！

パラグライダーで地中海の上をフライト。もうＧＰＳの
捕捉状況を気にする必要はない。

連なる山間を飛行するセスナから氷河を撮影。移動速度が速い条件でも
確実にキャプチャーしてくれる。

似たような風景が延々と続くユーコンの荒野。ＧＰＳの
バッテリー残量を気にすることなく撮影に集中できる。



ておらず、一枚の画像と衛星の原信号デー
タが対になっているということ。
　帰宅後、付属ソフト「Taggr」を立ち上
げ、ＧＰＳデータを読み込ませると自動的
に u-blox 社のサーバーにアクセスして蓄積
した各衛星の軌道情報と照合して位置情報
を付けていく（ヒストリカル・オンライン・
サービス）。次に画像データを読み込み[Tag 
Photos] をクリックすると、順次ジオタグ
が付けられていく。操作はとてもシンプル
で簡単だ。
　もうひとつ、ＥＶＫ−ＣＫの大きなアドバ
ンテージがある。一枚につき 0.2 秒ほど
しか作動しないので、一回の充電で最大
2000 枚のキャプチャーが可能で４週間程
度のバッテリーライフがある。またキャプ
チャーのタイミングを任意で設定できるの
で、発生する電磁妨害の可能性を回避する
こともできる。
　ハンディＧＰＳやＧＰＳロガーにこだわる
余り、ジオタグもリアルタイムが当然と思い
込んでいたが、撮影者にとってリアルタイム
にジオタグを知る必要は全くない。一番大
切なことは、撮りたいタイミングでシャッ
ターを切れること。ジオタグは、写真を整
理する時段階で付いていれば良いのだ。
 

　携帯電話にはＧＰＳ機能が搭載されてい
るが、リアルタイムのハンディＧＰＳとは根
本的な部分で異なる。携帯電話のＧＰＳは
Ａ−ＧＰＳ（アシスタントＧＰＳ）という考
え方で、基地局から得た衛星の位置情報を
元に自分のいる位置を特定している。だか
ら携帯電話が通じない山中では、Ａ−ＧＰ
Ｓは機能しない。 

　まだまだ時期尚早なのか…とネット検索
で見つけたのが u-blok のＥＶＫ−ＣＫ（キャ
プチャー＆プロセス評価キット）だ。使い
方は簡単。ＵＳＢで充電したキャプチャー・
デバイスを一眼レフのホットシューに取り付
けて、好きなタイミングで撮影するだけ。ホッ
トシューに装着した時点でデバイス側の準
備が完了、シャッターを切る度に本体のＬＥ
Ｄがグリーンに点灯してデータが記録（キャ
プチャー）される。
　当初は全くＥＶＫ−ＣＫのシステムを理解
できなかった。と言うのは、僕の頭の中は、

「ＧＰＳ＝リアルタイム」という考え方が支
配していたからだ。リアルタイムで衛星を捕
捉し続けたのでは、１０数時間で電源が切
れてしまう。かと言って、撮影の時だけＧ
ＰＳの電源を入れたのでは、測位までの時
間が掛かりシャッターチャンスを逃してしま
う。近頃のＧＰＳチップは性能が向上したと
言っても、３〜４個の衛星を捕捉して正確な
位置情報を得るには最低でも 30 秒ほどの
時間が必要だ。
　ところがＥＶＫ−ＣＫは、シャッターを切
る度に衛星からの原信号だけを記録してい
く。従来のＧＰＳロガーと根本的に違うの
は、この時点で正確な位置情報は記録され

　ＥＶＫ−ＣＫはどちらかと言えばＡ−ＧＰ
Ｓのバリエーションに属するのであろうが、
後で位置情報を付加させるという点では類
似するシステムがないだけに、ジオタグを
付ける専用機として特別な呼称が必要にな
るだろう。
　ＧＰＳを使った経験があれば当然のこと
だが、室内で衛星を捕捉することはできな
い。入室の前に屋外で本体横のボタンを押
してキャプチャーを行っておけば、更新さ
れない限り前回のキャプチャーが適応され
る。こんな使い方を知っていれば屋内でも
それなりにジオタグを付けることができる。
しかしＧＰＳと謳った瞬間に『携帯電話では
室内でも位置情報が分かるのにこれは使え
ない！』となってしまうだろう。
　u-blox の製品は感度が抜群に良いので、
ビルの谷間や谷間、木陰でもおおよその位
置を得ることができる。いろいろと実験を
した結果では、天空が開けている場所で本
体上面をしっかり上に向けていれば、高い
精度でジオタグを付けてくれる。現在のＥＶ
Ｋ−ＣＫは、キャプチャーデバイスをホット
シューに装着して使用するが、このデバイス
をデジタルカメラに内蔵すればもっとシン
プルでジオタグが身近な存在にある。
　ジオタグを付ける時にパソコンとインター
ネット環境が必要なことと、ジオタグをリア
ルタイムに確認できないというデメリットが
あるが、カメラを向けた瞬間にシャッター
を切れるストレスフリーな使用感とずば抜
けたバッテリーライフはネガティブな側面を
払拭する大きなメリットである。
　ジオタグは後から付ける。カメラメーカー
はこのメリットに早く気が付き、標準装備し
た製品を世に出して欲しい。誰でも簡単に
ジオタグが付けることができれば、写真を
通じたコミュニケーションの輪が広がり、多
くの仲間と感動を分かち合うことができる。
　ジオタグが作る新しい世界に大いに期待
している。

ジオタグは、
リアルタイムＧＰＳである
必要は全くない！

ＥＶＫ−ＣＫ
キャプチャー＆プロセス評価キット

との出会い

大木に囲まれた境内でも、高い精度でジオタグを付けてくれる。たとえ
１０ｍずれていても、地図上で撮影場所を特定できるメリットは大きい。

▼

使い方はカメラのホットシューにデ
バイスを取り付けるだけ。自動的に
準備状態になり、シャッターを切る
毎にデータが記録されていく。（右）
ＥＶＫ−ＣＫ（キャプチャー＆プロセ
ス評価キット）の内容は、ＫＡＴＯ
キャプチャーデバイス、ホットシュー
コネクター、アダプター（ソニー／コ
ニカミノルタ対応）、ＵＳＢケーブル、
インストール用ＣＤ、専用ケースか
らなる。（左）

▼

付属ソフト「Taggr」は、左側にＧＰＳデータ、時間／座標／大まか
な住所を表示。右側に画像とファイル名、サイズ、撮影日時が表示され、
住所や周辺のスポットが表示される。周辺スポットは、駅や公園、ホテル、
飲食店などから自由に設定できる。（奥）
付属ソフト「Snappr」は、キャプチャーしたデータの処理結果を表示す
るソフトで、捕捉した衛星の位置や電波の強さも表示してくれる。（手前）


